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物理基礎テレビ学習メモ

物理基礎 監修

田 原  輝 夫

物体の動きの「速い」「遅い」の違いを数値で表したものを「速さ」といいます。
はじめに速さの求め方や単位について学習していきます。次に、物理用語とし
ての「速さ」と「速度」の違いについて学びます。これらの言葉は日常生活に
おいては同じ意味に使われていますが、物理の世界では「２つの物体の速さは
同じだけれども、速度は異なっている」という場合もあるのです。最後に、合
成速度、相対速度の具体的な例や計算のしかたについて学んでいきます。

第 2 回

『速い』『遅い』を比べる
〜 速さと速度〜

　　　　　　　　　①  速さの表し方

　　　　　　　　　②  速さと速度の違い

　　　　　　　　　③  合成速度と相対速度

  速さの表し方
物体どうしの速さを比べるには、（１）同じ距離を移動するのにかかる時間を比べる

方法と、（２）同じ時間に進む距離を比べる方法とがある。
陸上競技や競泳の選手たちは（１）の方法を用いてタイムの短さで速さを競い合っ

ている。
物理用語の「速さ」は（２）の考え方を用いて定められている。つまり、１秒、１分、

１時間といった単位時間あたりに進む距離によって速さを表している。
１min（分）あたり 80 m 進む人の速さは、80 m/min（メートル毎分）、1 h（時間）

あたり 60 km 進む車の速さは 60 km/h（キロメートル毎時）と表される。
また、100 m を 20 s（秒）で走る人の速さは、100 m ÷ 20 s ＝ 5 m/s（メートル毎秒）

である。速さの求め方を文字式でまとめると、t 秒間に x 〔m〕進む物体の速さ v〔m/s〕は、

　　  となる。

今回学ぶこと

今回のポイント

t

x
v =



− 4 −  高校講座・学習メモ

物理基礎 2 『速い』『遅い』を比べる

▼

  速さと速度の違い
「速さ」は、「速い」「遅い」の違いを正（＋）の数値で表したもので、数値が大きいほど「速

い」ことを意味する。
　一方「速度」は、「速さ」と「向き」の両方の要素を合わせ持ったものを意味する。つまり、

「A の速度は北向きに 20 km/h」、「B の速度は東向きに 20 km/h」のように、「速度」は「向
き」と「速さ」をセットにして表したものである。（A と B は、この場合速さは同じだが、
速度は異なっている。また、物体の運動が一直線上に限られている場合には、「C の速度
は＋ 5 m/s、D の速度は－ 2 m/s」のように、＋－の符号によって、運動の向きを表すこ
とができる。

　このように、物理用語としての「速さ」と「速度」は意味が違うので、きちんと区別
したうえで使う必要がある。

  合成速度と相対速度
　速度v1で動いているものの上で、さらに速度v2で動く物体を、外で静止している人から
見ると、物体はv1＋v2という速度で動いているように見える。これを合成速度という。例
えば、流れのある川を進むボートの合成速度は、川の流れの速度と静水中のボートの速度
の和になる。他にも、動く歩道の上をさらに歩いているときの速度や、風に乗って飛ぶ渡
り鳥の速度なども合成速度の例である。
　次に、速度 v で動いている物体を、速度 v' で動いている観測者から見ると、v － v' とい
う速度で動いているように見える。これを相対速度という。例えば、自分と同じ速度で並
んで走っている走者の相対速度は0、つまり止まって見える。自分よりも速い走者はゆっ
くりと自分を追い越していくように見え、自分よりも遅い走者は逆向きの速度で後退して
いくように見える。


